
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

◇ アンケートにご協力いただいた保護者の皆様、ありがとうございました。また後期もお願いいたします。 
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重要度・実現度：７点満点で、数字が高ければ「重要である」「できている」と評価できる。 

ニーズ度：数字が高ければ重要度と実現度の差が大きく取組の見直しが必要とされる。 
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自分でできる みんなとできる 大藪っ子 



 

 
 
 
  

学校教育目標 ： 自分でできる みんなとできる 大藪っ子 

★ 豊かな心 ★ 
「クラスや学校での生活は楽しいですか」「子どもが毎日楽しく学校に通うこと」については今年度も、高い数値で

した。おおむね楽しく学校生活を送っていることがわかります。学校で何が楽しいかは、子ども達それぞれではあると

思いますが、楽しい！すき！が相乗効果を生むことは間違いありません。全力でサポートしていきたいと思います。 

あいさつの項目については、児童と保護者、教職員でできているという捉え方に違いがあるのかもしれません。数

値に差がありました。クラスで一斉に「おはようございます」「さようなら」とあいさつをする。これはもちろんのことで

す。私たちは自らがあいさつを発することができる姿を目指しています。「おはよう」だけでなく、人に何かをしてもらっ

たときには「ありがとう」、人に対して悪かったなと思ったら「ごめん」と素直に言えるのは素敵な姿です。学校でも目

を見てあいさつしたり、声をかけたりすることを意識しています。言おうと思ってはいるけど…恥ずかしくて…タイミン

グを逃してしまって…。そんな思いにも寄り添いながら、勇気を出して発することの素晴らしさを学校でも家庭でも伝

えていけたらと思っています。 

★ ピア・サポート ★ 
昨年度同様、「人の役に立っている」「自分によいところがある」「自分のことが好き」の３つの項目結果から、やはり

自己有用感（自分が誰かの役にたっていると思う感覚）や自己肯定感（自分の価値や存在意義を肯定する感覚）が低

いことが伺えます。学年があがるほど、周囲の目や他者の意見を気にして自己開示できない人が増えているとも考えら

れます。 

日々の学校生活のなか、本校が大切にしているピア・サポートの活動でも、良いところや頑張っているところを見逃

さず、褒めたり、認めたりしていきたいと思います。ご家庭でも、子ども達の様子をしっかり見て、良きタイミングで良い

声かけをしていただきたいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。 

★ 確かな学力 ★ 
「授業中、勉強に一生懸命取り組んでいますか」の数値から、学習意欲は、どの学年も比較的高く、一生懸命頑張

ろうとしていることがわかります。しかし、進んで発表やしっかり人の話を聞く、家庭学習への取組、進んで読書となる

と、数値の低下が見られます。個人差が大きくなっているようです。 

テストだけでなく、家庭学習は、お子さんの学習状況、理解状況を確認するバロメーターともなります。「宿題終わ

ったの？」「終わってる！」のやりとりだけに終わらず、ときにプリントやノートの取組を見ながら、励ましをお願いしま

す。学習する習慣は、やはり小学生のときに身につけておかなくてはなりません。その習慣作りは、学校と家庭が両輪

となって進める必要があります。ご協力をお願いいたします。 

読書についても毎回課題となっています。本を手に取るより、スマホやタブレット、ゲームに手が伸びているようで

す。学校では、担任だけでなく、図書委員会の子ども達も楽しい企画を計画し、読書に向かう機会が増えるよう努め

てくれています。やはり何か仕掛けが必要です。高学年でも読み聞かせを楽しみます。ご家庭でもいかがですか。 

★ 健やかな体 ★ 
アンケートにある早寝・早起き・朝ご飯、睡眠時間の確保は、健やかな体づくりの第一歩です。生活リズムが整うこと

で、抵抗力や免疫力が上がります。逆に乱れると体力だけでなく、活動意欲も低下してしまいます。実際、「しんどい」と

保健室を利用する子は、睡眠不足や朝ご飯をしっかり食べていないと訴えることが少なくありません。また、ゲームやス

マホ等のメディア視聴が過度になっている傾向にあり、これらも生活リズムを乱す一因となっています。夏休み明けに

行った「生活をみつめてみよう」の集計結果も改めてお知らせしますので、よりよい生活習慣が身に付くよう、今後とも

ご家庭のご協力をよろしくお願いします。 



★ 記述式回答 ★ 

「子ども達が将来、夢やねがいを実現するために小学校の 

６年間でどんな学びが必要だと思いますか。」 

保護者アンケートの最後に、このような問いを付けさせていただきました。大藪小学校では、 

『自分でできる みんなとできる 大藪っ子』を学校教育目標に、子どもたちが将来、社会に出たときに必要

な『生きる力』を育もうと日々教育実践にあたっています。大藪小学校の６年間の学校生活で、子どもたちが

夢やねがいを実現するためのきっかけ・種をたくさん見つけてくれたらと願っています。そんな思いから、保

護者の方に上のような質問の答えを考えていただきました。皆さんの貴重な意見を共有し、今後の学校教育の

指針に反映させていただこうと思います。回答ありがとうございました。回答の中で特に多かったものを紹介

します。 

１．人との関わり方・コミュニケーション力 

２．協調性・思いやり 

３．様々な体験・経験 

４．自分の考えを伝える・自己表現できる 

５．基礎学力 

６．スケジュール管理・計画性 

 保護者の方が書いてくださった必要な学びと私たち教職員が 

考えていた学びはとても似ていました。日々、目の前の子どもたちを見ていて感じていることが似ているとい

うことはとても心強いものです。右上にあります４月の学校だよりでお伝えしたように、夢をかなえる上で大

切なことは、自分軸（青色） と みんな軸（赤色）をもつことだと思っています。また、４月の最初の参観

後の懇談会では下のような説明もさせていただきました。 

保護者の方と子どもたちにつけたい力、学びがぴったり 

合っていることに喜びを感じます。同じ目線・感覚で 

子どもたちに声かけできるということは子どもたちに 

とっても迷うことなくすっと心に入っていくと思うから 

です。子どもたちの将来が幸せなものになるために、 

上のような学びを大切にし、学校と家庭とが連携しながら 

子どもたちの未来を築いていきましょう。 

みんな軸 

自分軸 

これからの未来をつくる子どもたちがいきいきと活動し、成長していけるよう今回の学校評価アンケートの結

果をもとに取組を進めていきたいと思います。そのためには、ますます学校・家庭・地域の連携が大切だと考えま

す。今後とも本校教育活動にご理解とご協力をよろしくお願いいたします。 


